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発 表 論 文 Modeling of dynamic friction behaviors of fluid power actuators

(フルードパワーアクチュエータの動的摩擦挙動のモデリング)

概 要：

本国際会議は，フルードパワー (油圧，水圧，空気圧) を利用する機器･システムに関する学術･技術の最

新の成果を報告する最大級の国際会議であり，この会議で研究発表することは世界の研究者に自分の研究を

知ってもらい，意見をもらう最良の機会である。フルードパワーシステムで最終的に機械的動力を取り出す

アクチュエータの摩擦挙動は，そのシステムの動作性能に大きな影響を及ぼすため，設計段階で動作の予測

が精度良くできれば，コントローラの設計･チューニングなどに極めて有効である。本国際会議で発表した

「フルードパワーアクチュエータの動的摩擦挙動の数学モデル」は，従来一部しか調べられていなかったフ

ルードパワーアクチュエータの摩擦の動的挙動を実験により調べ，明らかにするとともに，その挙動を良好

に表す数学モデルを提示したものである。提案した数学モデルは，LuGre モデルという良く知られているモ

デルに新たな改良を加えたもので，特にしゅう動状態にあるときの摩擦の動的挙動が非常によく再現できる

という特長を有している。発表時には 3 名の聴講者と座長から相次いで質問を受け，それなりに関心を持っ

てもらったものと受け止めている。また，他の多くの研究発表を聴講して世界の研究の潮流を知ることがで

きたと同時に，外国や日本の研究者とも面識を持つことができ，非常に有意義な機会であった。
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発 表 論 文 Organic Photonic Crystals for Laser Applications

概要：

今回講演を行った「Collaborative Conference on 3D & Materials Research (3DMR)」は，3次元に関する

ディスプレイおよび材料科学に関する国際会議である。主催は Kwangwoon University で，Springer と

Materials Research Society (MRS) が共催であった。今回は韓国・済州島の Ramada Plaza Jeju Hotel で開催

された。参加者は 100 名程度であり比較的こぢんまりとしていたが，日本，韓国，中国といったアジア諸国

のみならず，アメリカ，ドイツやイギリスといったヨーロッパ諸国，さらには南アフリカからの研究者も参

加していて，文字通り『国際会議』という雰囲気であった。

口頭講演は，研究者の専門分野によってディスプレイと材料科学の 2 つ会場が用意されていた。私を含

め参加者のほとんどが招待講演であり，30 分間の口頭発表を行った。私は材料科学の講演会場で聴講してい

たが，有機材料，高分子材料，無機材料，半導体材料，生体材料等の多種多様な材料を使った研究が発表さ

れていて，活発な討論が行われていた。著名な海外研究者も講演されていて，プレゼンテーションのまとめ

方はとてもわかりやすく，私にとって今でも脳裏にやきついている程，印象的であった。今後のプレゼン

テーションの参考になった。

本国際会議は参加者が多すぎず，多くの研究者と交流ができたことが良かったと思う。特に，私にとっ

て，共同研究を締結しているアイルランドの研究者と直接会って，ディスカッションできたことが良かった。

さらに，他の国内外研究者と初めて意見交換をすることもでき，とても有意義な国際会議であった。
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